
 

 

 

国立市立国立第七小学校 

       平成２７年６月１７日 ＮＯ.３２（２３２） 

 

 

 

 

カエデの種子とオトシブミ              カイコのまゆ                   タマムシ 

オー君  「あれあれ？いろいろな写真
しゃしん

がいっぱいありますね。」 

花ちゃん 「これらは、みんな校長
こうちょう

先生
せんせい

に見
み

せてきてくれたものだそうです。」 

オー君  「左
ひだり

は、『カエデの種子
し ゅ し

』ですね。オトシブミもありますね。」 

モンタ博士「これはね、３年生のYさんが見
み

つけたものだそうだよ。」 

花ちゃん 「まん中
なか

は、３年生が育
そだ

てているカイコがまゆになったそうで、Mさんたちが

見
み

せにきてくれたそうです。」 

オー君  「右
みぎ

は、１年生のＩさんとKくんが校庭
こうてい

でつかまえたらしいですね。」 

モンタ博士「タマムシは、国立
くにたち

でもたくさん見
み

ることができる昆虫
こんちゅう

だね。学校の近くの 

あちこちによくいるね。とてもきれいで、歩
ある

く宝石
ほうせき

だね。タマムシについて 

は、国立
くにたち

てくてくのバックナンバーにあるから参考
さんこう

にしてください（平成２５ 

年６月２８日 NO２６）。」 

 

 

 

 

 

 

 

 



花ちゃん 「あれあれ？女
おんな

の子
こ

が紙
かみ

を持
も

っていますね。」 

オー君  「何
なに

か長
なが

いもののようですね。」 

モンタ博士「これはね、３年生のOさんが見
み

つけてきた『へびのぬけがら』なんだよ。」 

花ちゃん 「ものすごく長
なが

いようですね。」 

オー君  「何
なん

というヘビのぬけがらなのですか。このぬけがらをどうしたのですか。」 

モンタ博士「せっかく持
も

って来
き

てくれたから、標本
ひょうほん

にしたんだよ。こうしておけば、いつ 

でもだれでも見
み

ることができるでしょ。標本
ひょうほん

には、いつ・だれが・どこで・ 

何
なに

をというものをきちんと記録
き ろ く

することが大切
たいせつ

なんだよ。」 

花ちゃん 「右側
みぎがわ

に何
なに

か書
か

いてありますね。」 

オー君  「１ｍ９２ｃｍとはとても大
おお

きい 

      アオダイショウですね。」 

モンタ博士「そうだね。胴
どう

まわりもそうとう 

      あって、太
ふと

かっただろうね。とて 

      も見事
み ご と

なぬけがらだね。頭
あたま

から 

      しっぽまでウロコもくっきりとしているんだ。口
くち

から脱皮
だ っ ぴ

するらしいけど、 

      目玉
め だ ま

や口
くち

もカッと開
ひら

いていて、モンタ博士もびっくりだね。」 

花ちゃん 「ところで、ヘビってどうやってからをぬぐのですか。」 

モンタ博士「ある人
ひと

に教
おし

えてもらったけど、頭
あたま

から脱皮
だ っ ぴ

する時
とき

は、くつ下
した

をぬぐようにひ 

っくりかえすそうだよ。」 

オー君  「へえー。それじゃ、ひっくりかえしてぬぐということは、見
み

えているのは、 

皮
かわ

の内側
うちがわ

ということですね。」 

花ちゃん 「なーるほど。それから、モンタ博士！ヘビのぬけがらを持っていると幸運
こううん

が 

あるそうですね。」 

オー君  「さいふに入
い

れておくと大金持
おおがねも

ちになれるそうですね。」 

モンタ博士「本当
ほんとう

かどうかはわからないね。このぬけがらは大
おお

きいから、お財布
さ い ふ

には入
はい

ら 

ないね。それで、モンタ博士ラボラトリーに展示
て ん じ

することにしたよ。そうす 

れば、国立七
くにたちなな

小
しょう

の子供
こ ど も

達
たち

にとっていいことがあるかもしれないもんね。」 
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